


中元寺区域～まちなか
月・水・金運行（❻❼のみ月～金）

中元寺区域 ～ まちなか
第❶便 ９：00 ▶ ９：20
第❷便 10：00 ◀ ９：45
第❸便 10：10 ▶ 10：30
第❹便 12：30 ◀ 12：10
第❺便 12：40 ▶ 13：00
第❻便 14：20 ◀ 14：00
第❼便 17：00 ◀ 16：40
※時刻は目安の時間です

上津野区域～まちなか
月・木運行

上津野区域 ～ まちなか
第❶便 ８：00 ▶ ８：30
第❷便 ９：10 ◀ ８：40
第❸便 ９：10 ▶ ９：40
第❹便 12：00 ◀ 11：30
第❺便 12：10 ▶ 12：40
第❻便 13：50 ◀ 13：20
第❼便 14：00 ▶ 14：30
※時刻は目安の時間です

下津野区域～まちなか
火・金運行

下津野区域 ～ まちなか
第❶便 ８：00 ▶ ８：40
第❷便 ９：30 ◀ ８：50
第❸便 ９：30 ▶ 10：10
第❹便 12：10 ◀ 11：30
第❺便 12：10 ▶ 12：50
第❻便 14：00 ◀ 13：20
第❼便 14：00 ▶ 14：40
※時刻は目安の時間です



■住宅の被害に応じて支給する支援金
住宅の被害程度

全壊等 大規模半壊
支給額 100万円 50万円
申請期間 平成30年８月４日まで

■住宅の再建方法に応じて支給する支援金
住宅の被害程度

建設・購入 補修 賃貸
支給額 200万円 100万円 50万円
申請期間 平成32年８月４日まで

↑参道は石畳から石段へと変わり、きつくなります

↑表彰式で優勝者と記念撮影をする熊谷真実さん ↑参道沿いの声援に押され、ガッツポーズでゴール!! ↑「がんばれ!!がんばれ!!」応援にも熱が入ります



▶平成30年４月からの県と市町村の主な役割

県の主な役割 市町村の主な役割

国民健康保険運営の中心的な役割（財政運営の責任主体） 加入者に身近なきめ細かい事業を引き続き実施

○市町村ごとの国保事業費納付金を決定
○各市町村の標準保険料率を提示
○給付に必要な費用を、全額、市町村に支払い
○国民健康保険の統一的な運営方針を決定

○加入者の資格管理（各種届出の受付・保険証の発行など）
○保険税の賦課・徴収
○左記の国保事業費納付金を県に納付
○保健事業など、加入者の健康づくりのための事業の実施

添田町農業委員（敬称略）

氏　名 行政区 氏　名 行政区
安藤　一佳 下落合 鈴見　敏憲 豊　川
木戸　則夫 中津野 田中　信行 添田西
井上　孝行 下中元寺 岡崎　雄一 下中元寺
尾形　紘光 新　城 照瀬　保道 伊　原
内野　恭一 上落合二 髙瀨　千束 上津野
鶴我　國晴 野田

農地利用最適化推進委員（敬称略）

岡本　智博 上中元寺 宮岡　雅夫 野田
藤岡　宏康 英彦山 木村　良一 町一
諫山　文雄 一ノ宮 平嶋　英司 庄上
森　　秋義 上落合一 宮﨑　和博 上津野







▼
募
集
人
数　

20
人
（
書
類
・
面
接

　

選
考
）

▼
参
加
費　

６
〜
７
万
円
程
度

▼
募
集
期
間　

９
月
20
日
水
〜
10
月

　

13
日
金

　

心
理
教
育
相
談
室
開
室
10
周
年
を

記
念
し
た
講
演
会
で
す
。

▼
と
き　

９
月
18
日
月
祝
13
時
30
分

　
（
受
付
13
時
〜
）
／
入
場
料
無
料

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学（
田
川
市
）

▼
講
師　

き
た
や
ま
お
さ
む
氏
（
精

　

神
科
医
、
研
究
者
、
時
々
音
楽
家
）

▼
演
題
「
心
」
を
み
つ
め
て
―
あ
れ

　

と
、
こ
れ
と
、
分
け
ら
れ
な
い
自

　

分
を
巡
っ
て
―

▼
申
込
方
法　

①
氏
名　

②
職
業
・

▼
内
容　

製
材
作
業
・
森
林
整
備
に

　

関
わ
る
仕
事
全
般

▼
就
業
時
間　

８
時
〜
17
時

▼
休
日　

月
７
日
程
度

▼
待
遇　

社
会
保
険
完
備
、
制
服
貸

　

与
、交
通
費
支
給（
上
限
有
り
）、有

　

給
休
暇
有
り
、
退
職
金
制
度
有
り

▼
給
与　

15
万
円
〜
17
万
円
（
定
期

　

昇
給
有
り
）

※
ま
ず
は
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
―

　

 

（
☎
82
―
３
７
７
５
）

　

町
立
小
学
校

に
勤
務
す
る
学

校
給
食
調
理
員

を
募
集
し
ま
す
。

意
欲
が
あ
り
、

健
康
な
人
は
、

ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
日　

月
に
５
〜
10
日
程
度（
学

　

校
か
ら
要
請
の
あ
る
日
）

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
賃
金　

日
額
６
千
円

▼
募
集
人
数　

２
〜
３
人
程
度

▼
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
ま
で
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
3
）

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
女
性

を
応
援
す
る
事
業
で
す
。

▼
研
修
時
期　

12
月
６
日
水
〜
８
日

　

金（
２
泊
３
日
）。
事
前
研
修
は
11

　

月
下
旬
を
予
定

▼
会
場　

東
京
都
千
代
田
区
ほ
か

▼
内
容　

平
成
29
年
度
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
グ

　

ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

　
「
女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
取
組

　

ド
イ
ツ
の
経
験
か
ら
考
え
る
」、駐

　

日
外
国
公
館
訪
問　

な
ど

▼
対
象　

県
内
在
住
で
、
平
成
29
年

　

４
月
１
日
現
在
20
歳
以
上
65
歳
以

　

下
の
女
性
で
、
地
域
の
団
体
で
男

　

女
共
同
参
画
等
に
関
す
る
活
動
を

　

行
っ
て
い
て
、
研
修
終
了
後
、
地

　

域
で
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
期
待

　

で
き
る
人

▼
申
し
込
み
先　

教
育
委
員
会
人
権

　

同
和
啓
発
室
男
女
共
同
参
画
推
進

　

係
（
☎
82
―
５
８
０
０
）

問 

県
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
３
９
１
）

▼
と
き　

10
月
15
日
日　

10
時
（
受

　

付
9
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

川
崎
町
民
運
動
公
園
陸

　

上
競
技
場
（
雨
天
時
は
Ｂ
＆
Ｇ
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

▼
参
加
資
格　

本
町
在
住
で
、
身
体

　

に
障
が
い
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族

▼
申
込
期
限　

９
月
25
日
月

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

　

 

が
い
者
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

所
属　

③
連
絡
先　

を
記
入
し
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
（
42
―
１
５
４
０
）
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
立
大
学
大
学
院
心
理
教
育

　

 

相
談
室 

（
Ｅ
メ
ー
ル
：fpu-sodan@

 

　

 fukuoka-pu.ac.jp

）

▼
と
き　

①
９
月
29
日
金　

14
時
〜

　

16
時　

②
10
月
12
日
木　

14
時
〜

　

15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
田
川
総
合
庁
舎

　
（
田
川
市
）

▼
内
容　

①
「
薬
物
依
存
の
正
し
い

　

理
解
」
／
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉

募
集
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Information くらしに役立つ情報満載

　田川市郡８市町村
は、国の定住自立圏構
想に基づき、１月11日
に定住自立圏形成協定
を締結しました。定住
自立圏構想とは、各市
町村の独自性を互いに
尊重しながら、連携し
て、地域の活性化に向
けた取り組みを推進し
ていくもので、互いの役割分担の中で、定住に向
けた機能の充実や地域の魅力の向上を目指すもの
です。今回、具体的な取り組みなどを記載した計画
「田川広域定住自立圏共生ビジョン（案）」を作成
しましたので、この案を公表し、皆さんからの意
見を募集します。
※詳細は田川市のホームページをご覧ください。
（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
▶公表方法　
　各役場で配布、郵送での配布（要電話申し込み）、
ホームページに掲載

▶期限　９月25日月

▶意見を提出できる人

　田川市郡８市町村内在住の人、通勤・通学して
いる人など

▶意見の提出方法

　指定の様式に必要事項を記入し、いずれかの方
法で提出
①意見提出箱（田川市役所１階）に投函

かん

　②田川市
郡８市町村役場へ持参　③郵送　④電子メール

問 田川市総合政策課政策推進係（☎ 85-7101）

地域の魅力を向上させる意見を

田川広域定住自立圏

共生ビジョン(案）への意見募集

　

セ
ン
タ
ー
医
師　

藤
本
昌
大
氏
、

　
「
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」／
コ

　

イ
ズ
ミ
氏　

②
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
に

　

つ
い
て
」
依
存
症
者
へ
の
家
族
の

　

対
応
方
法
等
／
一
本
松
す
ず
か
け

　

病
院
看
護
師
長　

古
田
和
弘
氏

▼
対
象
者　

薬
物
依
存
症
問
題
で
悩

　

ん
で
い
る
家
族
や
住
民
、
関
係
機

　

関
の
職
員
な
ど

▼
申
込
期
限　

９
月
19
日
火

問 

福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

（
☎
42
―
９
３
０
７
）

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば

◉「道徳」・「外国語教育」の教科化

　昨年度、国の中央教育審議会から出された答申
をもとに、学習指導要領が改訂され、小学校では
平成32年度から、中学校は平成33年から新学習指
導要領が実施されることになりました。大きく変
わったことは、道徳と外国語教育を教科として位
置付けることになった点です。

　「道徳」は、小学校は平成30年度から、中学校は
平成31年度から先行実施します。いじめの問題や
生命の尊さなどを、子ども自身で深く考えたり、
友達と議論したりしてい
くことで、より道徳的な
感性を養います。

　「外国語教育」では、今
まで小学校５・６年生で、
「聞く、話す」から始め、中
学校では「書く、読む」が
中心の教育が行われてき
ました。これからは、よりコミュニケーション力
を高めるために、小学校３・４年生から「聞く、話す」
を始め、５・６年生で「書く、読む」を学び、中学校で
は、授業を外国語で行うことを基本として、教育を
行っていきます。

　これらの新しい指導を行うためには、教師が正
しく新学習指導要領を理解する必要があります。
そのため、８月に町内の教職員を対象とした「道徳」
と「外国語教育」の研修を行いました。今後も、教
師一人ひとりの指導力向上のための研修を行い、
そえだの子ども達が興味を持ち、楽しく学べる学
校を目指していきます。

◉秋の運動会

　町内３つの小学校で
運動会が開催されます。
子どもたちの練習の成
果をぜひご覧ください。

▷９月17日日　津野小学校・ひかり保育園・地域合
同運動会（予備日：９月24日日）

▷９月24日日　落合小学校・くるみ保育園　保・小
合同運動会（予備日：10月１日日）真木小学校区運
動会（予備日：９月28日木）

未
経
験
者
歓
迎
、
経
験
者
優
遇

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
―
職
員
募
集

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

｢

女
性
研
修
の
翼｣

の
後
継
研
修

参
加
者
募
集

講
演
会

き
た
や
ま
お
さ
む
講
演
会

「
心
」
を
み
つ
め
て

薬
物
依
存
症
講
演
会

　入居者が希望する住宅プランや間
取りを取り入れながら、建設を進め
ていく若者定住住宅（ファミリー団
地）の入居者の募集を行います。
▶募集世帯数　６世帯
▶家賃　月額３万５千円
▶建設場所　添田公園付近
▶入居条件　①45歳以下の夫婦で小
　学生以下の子どもがいる②25年以
　上居住できる③自治会に加入し地
　域活動に参加する
※滞納者や暴力団構成員は申し込み
できません。
　詳しくは「そえだライフ」を検索
▶申込期限　９月６日水～10月６日金

大好評のファミリー団地

若者定住住宅
入居者募集開始

問 役場まちづくり課総合調整係
　 （☎ 82-5965）

◉とき　10月10日火～12月22日金
　①11時～12時　②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室　毎週水・金
◉腰・肩・膝痛予防教室　毎週火・木
◉参加費　無料（施設使用料は有料）
◉定員　各教室30人程度
問 クアハウス「ハピネス」（☎ 82-5061）

◉クアハウス「ハピネス」

秋の運動教室

田
川
郡
身
体
障
害
者
体
育
大
会

y
e
a

h!



くらしに役立つ情報満載
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株
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※
広
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そ
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を
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す

◇
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▼
今
月
号
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
教
育
長
の
髙
瀨
光
一
で
す
。
▼

『
本
校
に
は
大
切
に
育
て
て
い
る
「
３

匹
の
カ
エ
ル
」
が
い
ま
す
』、
と
い

う
小
学
校
の
校
長
先
生
の
新
聞
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。「
カ

エ
ル
」
と
い
っ
て
も
生
き
物
の
カ
エ
ル
で
は
な
く
、「
か

ん
が
え
る
」「
ふ
り
か
え
る
」「
ま
ち
が
え
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
学
習
や
生
活
に
取
り
組
む
と
き
の
合
い
言

葉
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
教
室
に
は
カ
エ
ル
の
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
子
ど
も
た
ち
や
教
師
が
意

識
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
▼
正
直
、「
上

手
い
こ
と
を
言
う
な
ぁ
」
と
感
心
し
ま
し
た
。
学
校
で
も

そ
の
他
の
組
織
で
も
、
課
題
を
全
員
で
共
有
し
常
に
自
覚

し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、「
３
匹
の
カ
エ

ル
」の
よ
う
な
合
い
言
葉
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
多
少
時
間
は
か
か
っ
て
も
自
分
の
力
で
じ
っ
く
り
「
か

ん
が
え
る
」
力
は
、
自
分
の
知
識
や
経
験
を
総
動
員
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
ふ
り
か
え
る
」
こ
と
は
、
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
次
に
知
り
た
い
こ
と
は
何

か
な
ど
、
前
の
自
分
よ
り
も
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
▼
わ
た
し
た
ち
は
「
学
校
は
間

違
え
る
と
こ
ろ
だ
」
と
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
し
、
子
ど
も

た
ち
に
も
伝
え
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
若
い
人
や
子
ど
も

た
ち
は
間
違
う
こ
と
を
恐
れ
て
消
極
的
だ
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
間
違
え
て
し
っ
か
り
身
に
つ
く
こ
と
や
次
か
ら
は
気

を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
間

違
え
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
と
何
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
て
何
も
し
な
い
で
は
な
く
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
な

力
に
な
っ
て
き
ま
す
。▼
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

熱
中
症
や
夏
バ
テ
で
「
ひ
っ
く
り
か
え
る
」
こ
と
な
く
、

汗
を
か
い
た
ら
こ
ま
め
に「
き
が
え
る
」よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。そ
し
て
、こ
の
夏
を
乗
り
越
え
れ
ば
実
り
の
秋
が
待
っ

て
い
ま
す
。
添
田
町
の
課
題
を
チ
ャ
ン
ス
に
「
か
え
る
」

知
恵
を
み
ん
な
で
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◉中元寺薬師如来十二神将像（町指定重要文化財）

盗難の木像３体、お薬師さんの元に戻る

11月５日に薬師堂大祭
　盗難被害にあっていた「町指定重要文化財中元寺薬師
如来十二神将」の木像が京都府内の寺で発見され、８月
３日、中元寺に戻ってきました。木像は平成25年10月に
薬師堂から盗まれていることが発覚した「酉

とり

の神」、「戌
いぬ

の神」、「亥
い

の神」で、本尊の「薬師如来坐像」（県指定重要
文化財）の守護神12体のうちの３体です。江戸時代前期
の作で高さ約１メートル、頭に干支にちなんだ冠をつけ
ています。この３体は、平成26年ごろに京都の寺に寄付
され、寺が修復に出した際、仏師の指摘で盗難にあった
十二神将と判明。大阪府の弁護士を通じて、中元寺地区
に引き渡されました。一部、傷んでいますがほぼ完全な
状態で返還された木像に「戻ってきてくれて、本当にあ
りがたい」と安心の表情を浮かべる上中元寺観光協会の
山本文一会長。11月５日には毎年恒例の薬師堂大祭が、
今年は４年ぶりに全13体、勢ぞろいして行われます。
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